
■サウジアラビア：フランスと原子力に関する協力協定 

仏オランド大統領がサウジを訪問した 2013年 12月 30日に、フランスのアレバとEDFはサウジア

ラビアの企業・組織は、サウジの原子力計画を支援するための一連の協力協定に署名した。一つは、

国内サプライチェーン形成に向けて地元産業の技術開発を目指すためにサウジ企業5社と、もう一つ

は、サウジの原子力専門家の育成を目的としてサウジの４大学と、それぞれ協定を締結した。EDF

は、エネルギー関連事業への投資のため、最初の EPR 原子炉導入のためのフィジビリティー調査な

どの実施主体となるJV設立のための契約を、サウジのGEHC社（2011年設立）と締結した。 

 


